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インドでは選挙は政治活動とい





邦下院議員定数の州間の配分 長期にわたり固定されているのが重要である。インドでも長期的な人口変動に対応するため、一〇年ごとに行われる国勢調査のデータに基づき定期的 区割りが行われている （最新は二〇〇八年） 。しかし、一九七六年には一九七一年国勢調査に基づいて州間の議席配分を二〇〇〇年まで固定すること、さ
らに二〇〇一年には議席配分を二〇二六年まで固定することが憲法改正で決まった。これは、もし、人口比で区割りを見直すと、人口成長率が高い北部諸州などに議席が多く配分されてしまい、南部などの諸州が政治的に不利になってしまうのを避けるためである。の基本的構成原理は言語や文化であり、その意味で は民族に連なる単位である。したがって州間の議席定数の安易な変更は民族的感情を刺激する可能性があり、それを避けるための連邦国家なら はの取り決めといってよい。しかし結果として極端な「一票 格差」が生じている。た えば二〇一四年連邦下院選挙では、選挙人数が最小であるアラビア海上のラクシャドゥイープ選挙区（四万九九〇〇人）と最大のアーンドラ・プラデーシュ州マルカジ
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（ＯＢＣｓ） 、女性に留保制度を設定している。ＯＢＣｓとは、ＳＣｓ／ＳＴｓに対するような社会的疎外はないが、社会的・教育的に後進的とされる階層であ 。女性の留保枠が設 されたのは、女性の地位の低さゆえである。ちなみに連邦下院、州議会でも女性留保議席を設けることが今日まで度々議論されているが 実現していない。　
以上の留保制度は、社会階層間














 ：村長をやるのは悪くないです。会議にはだいたい夫が来 くれるし、いつも助けてくれます。前の村長は、たいし ことをしなかったが 私は溜池を作りました。こ 一年で村会を二回やりましたが、議題は開発に関することが主で、 「カランジャー」と呼ばれるレンガによる村道の舗装事業、 貧困層 （ＳＣｓの人々を優遇）のための「インディラ住居事業」 、ハンドポンプなどの要求について話し合い、事業を県へ要求したりしました。
　
このように村長は政府 開発事
業を村に導入する場合、まとめ役を果たしているが、気になるのは「夫」の存在である。女性の声を政治に届けるための女性留保制度であるが、多くの調査で は、実際上は「夫」や有力者 「操り人形」化しているといわれる。これも実態はそれに近い。次は同じ行政村内でＳＣｓが集中す 地区のＳＣｓ出身の初老の男性との面談である。Ｑ
 ： 今の村の状況はいかがですか？
Ａ
 ： 前の村長は同じＳＣｓ出身 （前の選挙の時は村長はＳＣｓに留保されていた）であったが、その時は井戸の修復や、カランジャー、インディラ住居事業など一定のことをこの地区 ためにやってくれたが、今の村長は何もしてくれない。道路工事で道路コースの決定などでは自分の都合のよいようにしてしまう問題がある。
　
インド ように極端な格差が存








道（2012 年 2 月 26 日筆者撮影）
貧困層向け住宅建設補助事業の標識
「事業名：『インディラ住居』、事業年：
2008 年 2 月、受益者名、村名、助
成金：35000 ルピー」 （2012 年 2 月
29 日筆者撮影）
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